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1．はじめに
粘土は幼児にとって大変好む表現素材である。近年に
於いて，粘土は土ばかりでなく，紙（紙塑），油（油土），
石（石塑），小麦粉，樹脂など多様にあり，また新しい
素材の粘土が開発，紹介されている。本研究は土がテー
マである。土は水の加減で柔らかくなったり，乾燥具合
で石のように固くなり，さらに焼く事が出来，伝統の陶
芸につながる。本研究における目的は，同じ5歳児にお
ける粘土という可塑性に富んだ素材で遊びを通して，そ
の表現が1983年と2013年の30年の隔たりによって，表現
の変化，相違点あるいは共通点ついて見出そうとするも
のである。さらに，これらの表現に着いて，成長発達過
程における子どもたちへの支援の必要な部分も現れてく
るのではないかと考えるものである。これは，一般では
「その年齢になるとこんな表現が出来るよ」という定説
を多くの著から見ることがあり，書籍あるいは論文等に
も発表されている。しかしながら，年代を隔てた比較性
は見られない。本研究にあたり，年代を隔てたもので，
粘土遊びに関する著を検索した。これを参考にして，本
研究では5歳児の表現について比較的に検分して，子ど
もへの支援を明らかにしようと考えるものである。
2．粘土遊び～製作活動30年の隔たりの著
2‐1 1970年代から80年代に示されている5歳児の粘
土遊び（製作）
5歳児の頃の造形発達は創作活動期といわれ，つくり
遊びをする時期であるといわれている。このころの子ど
も粘土表現について具体的に著した長坂光彦※1は「この
時期になって子どもの製作活動も，ようやく第三者にも
理解できる形をととのえ，はじめから意図的につくるこ
とも可能になってくる。しかしながら子どもにとって，
いつでもつくるものの形がはっきりと頭に浮かんでいる
わけではない。前の時期と同様に，まず素材のとりくみ
の中から，つくりたいもののイメージが浮かび，製作に
とりくむという行動もつづいている。（…中略…）粘土
製作なども，ようやく本格的な作品らしいものができる
ようになり，動物たちも四本足の上に，テーブル状に胴
体をのせ，首と頭をつけるか，塊の中から足を引っぱり
出す方法を使って，ダイナミックな作品が生み出され
る。（…中略…）しかし粘土製作のばあい，立体表現に
たいしての個人差は大きく，人物表現に例をとれば，絵
に近い意識のレリーフ状のもの，立体ではあるが，お人
形のようにつくってから寝かせたもの，そして直立した
塑像的表現まで，クラスの中で種々の表現段階が見られ
ると思う。」としている。
2‐2 2008年における粘土遊びについての論文
研究論文として，前嶋英輝※2が広島市のＹ幼稚園をモ
デルとして，「粘土場の遊びと環境」を著している。そ
れによると「粘土場は，『子どもたちが一年中いつでも
自由に粘土遊びをできる場所』である。結論から言えば，
子どもたちは，大量の粘土で遊ぶことが好きであり，一
年間を通してどの季節でも，何時間も飽きずに遊ぶこと
ができた。しかも砂場よりも細かい造形遊びができるこ
とから，遊びの幅や方向性が多岐にわたることが分かっ
てきた。また，粘土場の遊びは，一般的な園にある個人
用の1kg 程度の油粘土による遊びと比較して，立体的
な造形作品を作ったり，全身を使った遊びになったりす
る傾向が見られる。少量の粘土では，「何を」作るかと
いう概念的な思考から入るのに対して，大量の粘土であ
れば行動が先行する場合が多く見られる。粘土に乗って
みるような活動に始まって，その行為からの発見や発想
をきっかけにした造形活動が始まることもある。それは
自分の身体を感じ，作ろうとする対象にも身体性を投影
しているかのようである。」そして，「粘土場のプロジェ
クト」という項目では「0歳から6歳までの子どもの粘
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土遊びを観察すると，ほとんどの子どもが同じ発達段階
を示すことが確認できる。（…略…）5歳 友達と共同
して計画的に動物園のような表現ができる。ここで重要
なことは，子どもたちの活動を課題として設定するので
なく，あくまで子どもたち自身のプロジェクトとして主
体性を大切に考えることである。（…略…）また粘土場
には，活動主題そのものを生み出す力が存在する。具体
的に言えば，粘土は，紙と違って可塑性があり，紙にス
ケッチするような感覚で，同じ粘土を変形できる。つま
り試行が可能なのである。何を活動の主題とするかを，
粘土という自分と同等の立体によって，行動から始まっ
て造形思考を試行錯誤することができるのである。具体
的なプロジェクトとしては『繋がるカバの国』など，子
どもたち自身の発想や友達相互の相談による遊びも見ら
れた。」と記し，そして，次のような分類をしている。
Ａ，粘土の上にのる遊び（自己の身体感覚認識）
Ｂ，量の変化の遊び （対象の触覚的量感認識）
Ｃ，ジオラマ的遊び （空間模擬認識）
Ｄ，形を作る遊び （視覚的形態認識）
以上である。
3．資料の粘土遊び～製作活動30年の隔たりの
著の比較的思考
前述の2つの著は，ちょうど30年の隔たりがあり，そ
の研究された焦点の違いがある。前者の長坂は，粘土に
ついて，子ども本質的「遊び」からやがて目的を持った
「製作」，すなわち立体活動の在り方として述べている
ことが伺える。一方，前嶋は環境を取り上げ，表現の「場」
を与え，子どもの「のびのび」する表現を期待している
ことにある。いずれも子どもの自然な表現の表れを観察
し，ここに著したものである。本研究で取り上げたいこ
とは，幼児の表現内容であるが，それぞれの著には5歳
児について，簡単であるが具体的に記されており，大変
貴重な資料でもある。
30年を隔てた前述の著書，論文の内容を踏まえ，本研
究では，1983年における資料は，5歳児が粘土遊びをす
る保育園を訪問，表現観察，調査したもので，その記録
を筆者が写真等に捉えている。この園をＳ園とする。2013
年も同様であるが，幼稚園の記録である。この園をＲと
する。この2つの園の記録から，5歳児の粘土表現を整
理し，共通点と相違点を見出し，5歳児の表現の在り方
を比較，検討する。
4．本研究の調査対象の2園について
4‐1．Ｓ保育園
Ｓ保育園は，広島市にある保育園で，住宅街のやや丘
の上にあり，静かな環境に所在している。1クラス25名
の5歳児である。1983年5月26日に実施。時間は10時か
ら11時30分の1時間半である。
保育室の土間に，ブルーシートを敷き，粘土を1kg
程度のものを粘土入れバケツ（ペール）より，ひとりひ
とりに保育者が手渡し。子どもたちは各々手に持って，
ブルーシートの上で遊ぶという展開である。篭に入れた
雑巾をブルーシート上に準備をするという設定である。
4‐2．Ｒ幼稚園
Ｒ幼稚園は，福岡市にある幼稚園で，住宅街であるが，
そばに比較的交通量のある道路が控えており，店や家屋
も建ち並ぶところである。実施は2013年5月19日，1ク
ラス25名の5歳児である。時間は10時から11時30分の1
時間半である。
保育室で活動を行うこととして，机と椅子，準備とし
て子どもたちは座った状態から，机上に粘土板，へら，
雑巾，粘土は1人500g 程度を教諭がひとりひとりに配
布という設定である。
5．実 際
5‐1．Ｓ保育園
粘土を各自渡してもらうと，最初の子どもが土間のブ
ルーシート上に置き，足で踏み始めた。これは粘土の感
触を確かめたのであろう。次から次に，子どもたちは同
じ行動をとった。（図1）これは，最初の子の真似と皆
がしているから，自分もしようと，あるいはしなければ
ならないと思ったのだろう。一方，そういう影響をもた
ない子どもたちもいた。とにかく次から次へと粘土の塊
を4人で2～3個もらって，ぐちゃぐちゃしだした。こ
れは，粘土の感触遊びで，時間中，この行為ばかりで終
えた（図4）。踏んだ形から，偶然的なもののへの展開
（図2，5），グループによる広げた粘土をクランク形
図1．踏んづけて 図2．くると回して
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の道・川をつくる（図3→6）。これは女子のグループ
である。男子グループは UFO の基地と題して，大きな
滑走路のある施設と UFO をつくって，つくり遊びをし
た（図7）。
個人的な製作物では，おだんご・せんべい，クッキー，
くだもの，その入れ物などがあり，また人形が寝ている
もの，器物も見られた（図8，10）。また，準備してい
た雑巾篭の網を利用して，形押し遊びをした（図9）。
この様子を写真で撮っていると女児がカメラをつくっ
て，写し合いっこ遊びをした（図11）。さらにこれを見
た男児2人が同じくカメラをつくった。面白いことに，
1人は1眼レフカメラ，もう一人は，ライカカメラの形
図3．ひろげて 図4．ぐちゃぐちゃ 図5．できたよ
図6．ひろげて道．川をつくる 図7．UFOの基地
図8．まるめて 図9．かごをつかって 図10．人形さん
図11．いっしょに写そう 図12．ぼくらのカメラ
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であった（図12）。
時間終了を担任が告げると，まだ続けてしたい子がい
たが，共同でつくった大きいデコレーションケーキをヘ
ラで切って分けて，ごっこ遊びとともに終了（図14）。
最初に渡してもらった大きさの粘土にして粘土保管バケ
ツにもどした（図15）。子どもの身体とシートにはたく
さんの粘土が付着していたが，その日は天気もよく，担
任が粘土のついた身体とシートをホースの水で洗い流し
て終わった。
ここで分類される表現形態は，大きく分けて，Ａ．共
同 Ｂ．個人 によるものを分けることができ，さらに
細分化すると次のようになる。
Ａ共同遊び a1．感触遊び（図4）
a2．ジオラマ遊び（基地，川など）
（図6．7）
a3．ごっこ遊び（図8．14）
Ｂ個人遊び b1．偶然の形見つけ（図2．5）
b2．形押し遊び（図9）
b3．具体的（果物，ケーキ，人形，カ
メラなど）（図8．10．13）
である。
5‐2 Ｒ幼稚園
クラス担任が1人500g の粘土を机に置いて行くと，
すぐに粘土をたたき感触を味わい，次の子どもも同じよ
うに叩き，粘土をへこました。一方では，じっと見つめ
て，手で触れようとしない子もいた。また「何をつくれ
ばよいの」「なんでもいいの」という，やや不安な声も
聞かれた。粘土を触って，ちぎって，まるめる，まるめ
たものを平らにするという行為の子どもが多く，また，
粘土板にころがし，さつまいものような形や紐状のよう
な何気ないものをかたどっている子どもなどの表現が
あった。つくりあそびをする子では塔のようなものをつ
くったかと思えば，くずしてしまうといった動作をする
子どもも見られた。具体的な表現では，くだもの，おだ
図13．クッキー 図14．大きなケーキ 図15．もとのバケツへ
図16．ちぎってまるめて 図17．のばして 図18．ならべて
図19．ちぎってかわいいもの 図20．大きなケーキ 図21．塔
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んご，何やら並べて小さなものをつくるなど，また粘土
板を画用紙のように見立てて，平面的でレリーフ状で絵
を描いたような表現をした子どもも多かった。ただ1
人，目立って立体の器の形をつくった子がいた。
Ｒ幼稚園の表現形態を分類してみると，次のように
なった。共同はないので，個人製作の内容である。
Ａ立体表現 a1．配布粘土全部で1個のもの（ケー
キ，塔，器物など）
（図20．21．28．29）
a2．小刻みに団子状，小物類をつくる
（図19．22）
Ｂ平面的（レリーフ）表現
b1．大きく1つの絵画的表現
（図24．26）
b2．平面的小さいものをたくさん作る
（図19．22．23．25）
b3．大きいタイトルで小さいものをた
くさん作る（図25．27）
6．まとめ
比較する園の共通は5歳児で，実施した月がほぼ同じ
時期であるという事であった。環境はかなり違いがあ
り，粘土遊びのセッティングにも大きな違いがある。S
保育園の土間にビニールシートを敷いて行なったといっ
た解放的な面があり，この流れについては，図30に示す
とおりのものである。
一方，Ｒ幼稚園での表現特徴は，レリーフ状に表現す
る子どもたちが多かった。特に，絵を描くような表現が
あり，これはＳ保育園では見られなかったもので，粘土
板を画用紙のように見立てたのは，この園では，日頃に
おいて粘土遊びをしていない。また，絵画表現させてい
る事が多いと見る事が出来る。流れを略図で表すと，図
31のようになる。
以上のようなことから，粘土遊びは，子どもたちにとっ
て大好きな行為である。これについて2つの事例の比較
から，この行為を受けてあげるには，日頃から，開放的
図25．にじ（すきなものたくさん） 図26．にじ（おはなばたけ）
図27．にじ（お花） 図28．塔 図29．かわいい入れもの
図22．好きな，かわいいもの 図23．お花 図24．かお
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おせんべい
に，子どもたちに身体全体を使って表現させる環境が大
切であることが分かる。
従って，前嶋のいう『子どもたちが一年中いつでも自
由に粘土遊びをできる場所』を指摘していることは，最
もだと考える。
Ｒ幼稚園のような，机上による保育方法は，一般的に
見られる保育の様子であるが，子どもの成長過程におけ
る方法として，Ｓ保育園の在り方から，如何なものかと
考えさせられる。
子どもの表現は，成長糧において，大切なものである。
支援する意味から，いかに「のびのび」と表現させる環
境を整えて上げたいものである。
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図30．粘土遊びの流れ（造形コース p4より出典）
図31．流れの展開
中 野 隆 二36
